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研究成果の概要（和文）：日本、アメリカ、イスラエルの研究者たちの協力のもと、医療選択場面、育児場面、対人認
知場面など、日常の自己制御場面における意識と無意識の働きを検討する実験が行われた。これまでの研究では、意識
されない心の働きはすべて無意識とひとくくりにされてきたが、本研究では、多重自動性モデルの想定に基づき、生得
的な自動性と獲得された自動性という2つの自動性を区別し、日常の自己制御場面においてその比較を行った。生得的
な自動性は、意識的にアクセス可能な文脈情報に影響されない頑健な特徴を持ち、獲得された自動性は意識的にアクセ
ス可能な文脈情報の変化に柔軟に対応する性質を持つことが見出された。

研究成果の概要（英文）：Cross-cultural studies of conscious and unconscious operations of self-regulation 
in medical, child-care and interpersonal settings were conducted in Japan, the United States, and Israel. 
The line of studies shed light on often neglected distinctions between universal and cultural components 
of unconscious processes. By comparing their roles in numerous self-regulatory settings, it was found 
that universal components of automaticity are fixed and less susceptible to consciously accessible 
contextual information, were as cultural components of automaticity are malleable and more susceptible to 
changes in conscious construal of contextual information.

研究分野： 社会心理学
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１．研究開始当初の背景 
社会心理学研究の伝統的な立場では、複雑

な人間の認知、感情、行動の背後には、意識
を伴う心的過程の働きが中心的な役割を果
たしているものと暗黙に想定されてきた。し
かし、近年の研究の進展によって、このよう
な伝統的な立場には変化が生じてきている。 
自動性研究と呼ばれる一連の研究では、意

識的過程（しばしば統制性とも呼ばれる）に
加えて、非意識的過程（しばしば自動性とも
呼ばれる）の働きが注目され、これらの二つ
の心的過程の働きから人間の思考や感情や
行動が説明されるようになってきている。 
 
２．研究の目的 
本研究では、いわいる無意識的な過程とし

て、これまでの研究においてはひとくくりに
扱われてきた複数の心理過程の自動性を区
別する新たなモデルを提案し、その妥当性を
検証する一連の研究を行うことにより、以下
の 4 つの問題を検討することを目的とした。 
 
（１）多重自動性モデルを提案し、これまで
の研究に散見された知見の混乱や理論間の
対立を整合的に説明する。 
 
（２）種類の異なる自動性を区別する新たな
測定法・研究パラダイムを開発する。 
 
（３）種類の異なる自動性の特徴について、
異なる文化圏で比較検討する。 
 
（４）異なる自動的プロセスの分業について、
実証的に検討する。 
 
３．研究の方法 
（１）日本、アメリカ、イスラエルの研究者
たちの協力のもと、医療選択場面、育児場面、
対人認知場面など、日常の自己制御場面にお
ける意識と無意識の働きを検討するための
一連の面接、調査、ならびに実験が行われた。 
 
（２）研究初年度には、日常の自己制御場面
における意識と無意識の働きに関するこれ
までの文献を精査に分析することで、自動性
の種類を区別するモデルの精緻化が行われ
た。新たに提案された多重自動性モデルに基
づき、これまでの自動性研究の知見を、生得
的な自動性を扱うものと、獲得された自動性
を扱うものとに整理し、知見の混乱の解消が
試みられた。 
 
（３）モデルの精緻化と並行して、その妥当
性を検証するために、種類の異なる自動性を
区別するための潜在指標、また、直接的な比
較が可能な顕在指標（感情誤帰属手続きによ
る直接-間接測定法）の開発が進められた。 
 
（４）文化依存性／文化独立性（通文化性）
の観点から、生得的な自動性と獲得された自

動性の特徴の違いを実証的に検討するため
に、異なる文化圏（アメリカ、オランダ、イ
スラエル、日本）における同時測定が実施さ
れた。 
 
４．研究成果 
（１）日常の自己制御場面における意識と無
意識の働きに関する新たなモデルである、多
重自動性モデルが提案された。このような多
重自動性モデルの想定に基づき、これまでの
自動性研究の知見を、生得的な自動性を扱う
ものと、獲得された自動性を扱うものとに整
理されたことで、先行研究の知見の混乱が解
消され、また、性質の異なる自動性の働きに
関する新たな仮説が見出された。 
 
（２）このような研究成果を踏まえて、生得
的な自動性と獲得された自動性という、2 つ
の自動性を区別し、それらの性質を比較する
一連の研究が実施された。その結果、生得的
な自動性は、意識的にアクセス可能な文脈情
報に影響されない頑健な特徴を持ち、獲得さ
れた自動性は意識的にアクセス可能な文脈
情報の変化に柔軟に対応する性質を持つこ
とが見出された。 
 
（３）感情の誤帰属において、生得的な自動
性と獲得された自動性を区別するために行
われた実験では、生得的な自動性を反映する
ものと考えられる感情的な刺激に対する反
応は意識的な統制を受けつけない特徴を持
つが、獲得された自動性を反映するものと考
えられる感情の誤帰属の過程は、課題文脈へ
の意識的な注目や注目の質の個人差によっ
て調整される可能性が示唆された。 
 
（４）対人認知場面における生得的な自動性
の通文化妥当性、ならびに獲得された自動性
の文化依存性を検討するに行われた実験で
は、日本とイスラエルのそれぞれの国の女性
の顔写真をデジタル合成した平均顔が作成
され、それぞれの顔の配分の異なるデジタ
ル・モーフィング画像の印象評定を各国の参
加者に求めるオンライン調査が実施された。
その結果、多重自動性モデルの想定と整合し
て、生得的な自動性を反映するものと考えら
れる魅力評定には通文化妥当性が認められ
る一方で、獲得された自動性を反映するもの
と考えられる信頼評定には文化差が認めら
れることが示唆された。 
 
（５）本研究のために新たに開発された、デ
ジタル・モーフィングやオンライン調査の技
術を自動性研究に用いる研究手法は、生得的
ならびに獲得された自動性の検証に留まら
ず、対人認知場面におけるステレオタイプ化
や、文化心理学的研究など、新たな研究への
応用も期待される。 
 
（６）医療選択場面における自動的過程に対



する意識的な介入の可能性を検討するため
に実施された研究では、アメリカの研究者の
協力のもと、各国の大学生を対象とした臨床
実験が行われた。日本とアメリカのそれぞれ
の国の参加者は、不快な音声ノイズを呈示さ
れた後、その嫌悪感を緩和するための処置を
複数のプラセボの中から選択するように求
められた。その結果、多重自動性モデルの想
定と整合して、生得的な自動性を反映するも
のとして考えられる嫌悪反応は意識的な統
制に左右されない特徴を持つが、獲得された
自動性を反映するものとして考えられる効
力感に関してはその限りではないことが見
出された。 
 
（７）本研究のための開発された、非侵襲の
音声嫌悪刺激や、プラセボ治療のパラダイム
は、医療行為に伴う複数の要因の効果を分離
するための手法として、様々な研究への応用
も期待される。 
 
（８）育児場面における自動性の発達を検討
するための母子面接・調査が行われた。乳幼
児（1 歳～5 歳）とその母子を対象として、
日常における意識的な編集が育児に対する
顕在態度ならびに潜在態度に及ぼす影響が
検討された。その結果、意識的な編集の効果
は、獲得された自動性のみに見られ、生得的
自動性には見られないことが見出された。 
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